
た
委
託
事
業
で
あ
る
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ�

の
整
備
費
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
急
速

に
在
宅
勤
務
や
テ
レ
ワ
ー
ク
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、

社
会
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。

消
防
署
の
救
急
活
動
に
要
す

る
感
染
予
防
用
品
等
の
備
蓄
は
第

２
波
に
応
え
ら
れ
る
か
。

通
常
の
救
急
出
動
時
は
常
に

感
染
防
止
対
策
を
行
っ
て
お
り
、

年
間
の
出
動
件
数
を
想
定
し
た
分

の
感
染
予
防
用
品
は
確
保
済
で
あ

る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
以
前
か
ら

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
や
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
な
ど
の
感

染
症
対
策
の
予
防
用
品
も
備
蓄
し

て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
も
対
応
可
能
で
あ
る
。

感
染
症
対
策
の
備
蓄
数
は
、
感
染

防
止
衣
80
着
、
Ｎ
95
マ
ス
ク
１
６
０

枚
、
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
１
６
５
枚

な
ど
が
あ
る
。
今
回
の
補
正
で
備

蓄
に
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
、
対
応

が
可
能
と
考
え
る
。

市
内
一
斉
清
掃
が
中
止
さ
れ

た
が
、
そ
の
影
響
と
今
後
の
対
応

は
。

中
止
に
よ
る
弊
害
で
側
溝
に

土
砂
が
た
ま
り
、
浸
水
害
の
発
生
、

滞
留
し
た
水
に
ボ
ウ
フ
ラ
が
湧
く

等
害
虫
の
発
生
が
予
測
さ
れ
た
た

め
、
側
溝
土
砂
の
受
入
れ
を
予
定

ど
お
り
５
月
31
日
に
実
施
し
、
６

自
治
会
か
ら
搬
入
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
環
境
衛
生
自
治
推
進
協
議
会

の
事
業
と
し
て
、
蚊
の
発
生
を
抑

制
す
る
ス
ミ
ラ
ブ
粒
剤
の
配
布
を

希
望
す
る
自
治
会
に
対
し
て
例
年

ど
お
り
行
っ
た
。
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
で
の
不
法
投
棄
ご
み
の
受
入

れ
は
、
平
日
に
常
時
行
っ
て
い
る
。

医
療
機
関
用
備
品
の
在
庫
数

は
。
放
出
先
と
な
る
医
療
機
関
と

は
。

６
月
11
日
現
在
の
在
庫
は
、

防
護
服
セ
ッ
ト
が
50
セ
ッ
ト
、
防
護

服
、
足
カ
バ
ー
、
ゴ
ー
グ
ル
が
各
30

個
、
ヘ
ア
キ
ャ
ッ
プ
が
１
０
０
個
、

中
国
か
ら
寄
付
さ
れ
た
防
護
服
と
足

カ
バ
ー
が
80
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
備
品

放
出
の
基
準
は
設
け
て
い
な
い
が
、

医
療
機
関
な
ど
非
常
時
で
も
業
務
を

優
先
し
て
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と

こ
ろ
に
出
し
て
い
く
。
対
象
と
な
る

機
関
は
、
菊
川
病
院
、
救
護
所
、
市

内
の
開
業
医
、
薬
局
、
介
護
施
設
な

ど
と
な
る
。

幼
保
施
設
整
備
補
助
費
で
市

負
担
額
が
減
少
し
た
が
、
事
業
費

総
額
が
増
加
す
る
理
由
は
。

民
間
保
育
所
等
の
経
営
安
定

を
図
る
た
め
、
借
地
料
、
園
舎
整

備
借
入
金
、
園
舎
の
新
増
改
築
に

対
し
助
成
を
行
う
事
業
で
あ
る
。

今
補
正
は
、
西
方
保
育
園
の
園
舎

改
築
に
対
す
る
補
助
額
の
増
額
、

財
源
内
訳
の
変
更
で
あ
る
。
事
業

費
が
増
加
し
た
理
由
は
、
補
助
額

算
定
の
根
拠
と
な
る
国
の
交
付
要

綱
の
基
準
単
価
に
つ
い
て
、
令
和

２
年
度
版
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
令
和
元
年
度
単
価
か
ら
変
更

し
て
再
算
定
を
行
っ
た
た
め
。
市

か
ら
法
人
へ
の
補
助
額
が
４
９
６
０�

万
９
０
０
０
円
か
ら
５
０
８
５�

万
円
に
変
更
と
な
り
、
１
２
４
万�

１
０
０
０
円
の
増
額
と
な
る
。
市

の
負
担
額
が
減
少
し
た
理
由
は
、

子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
実
施
計
画
の

採
択
に
よ
り
、
国
の
負
担
割
合
が

２
分
の
１
か
ら
３
分
の
２
に
変
更

と
な
り
、
基
準
単
価
の
変
更
を
含

め
、
国
庫
支
出
金
が
２
５
４
４
万�

１
０
０
０
円
か
ら
３
４
７
６
万�

９
０
０
０
円
に
変
更
し
、
９
３
２�

万
８
０
０
０
円
増
額
さ
れ
た
た
め
。

市
の
負
担
は
合
併
特
例
債
が

７
７
０
万
円
の
減
額
、
一
般
財
源

が
38
万
７
０
０
０
円
の
減
額
と
な

る
。

学
校
に
配
備
さ
れ
た
消
毒
液

を
使
用
す
る
場
所
は
。
ま
た
、
運

用
方
法
は
。

消
毒
場
所
は
、
多
く
の
児
童

生
徒
が
触
れ
る
ド
ア
ノ
ブ
、
ス

イ
ッ
チ
、
給
食
の
配
膳
台
等
を
重

点
的
に
１
日
に
１
回
以
上
消
毒
す

る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、

児
童
生
徒
が
下
校
し
た
後
に
、
教

職
員
が
分
担
し
て
行
う
。
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